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〈
執
筆
者
一
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「
相
愛国
文
」
第
九
号
を
お
届
け
す
る
。
本
号
は
国
文
学
科
専
任
ス
　
　
　
　
橋
本
　
雅
之
　
　
本
学
国
文
学
科
助
教
授

タ
ッ
フ
全
員
に
よ
る
執
筆
と
な
っ
た
。
忌
揮
な
き
御
批
正
を
切
に
願
う
　
　
　
　
鈴
木
　
徳
男
　
　
本
学
国
文
学
科
教
授

次
第
であ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
和
明
　
　
本
学
国
文
学
科
専
任
講
師

世
上
に

お
け
る
様
々
な
〈
事
件
〉
と
同
様
、
大
学
を
巡
る
環
境
の
変
　
　
　
　
鳥
井
　
正
晴
　
　
本
学
国
文
学
科
教
授

化
に
は
、
正
直
云
っ
て
驚
か
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
女
子
学
生
の
四
年
　
　
　
　
北
谷
　
幸
冊
　
　
本
学
国
文
学
科
教
授

制
志向
が
指
摘
さ
れ
て
久
し
い
が
、
本
学
周
辺
に
お
い
て
も
、
最
近
頓
　
　
　
　
柿
谷
　
雄
三
　
　
本
学
国
文
学
科
教
授

に
そ
の
こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
短
大
か
ら
四
年
制

へ
の

編
入
学と
い
う
〈
制
度
1
1
方
法
〉
も
定
着
し
つ
つ
あ
る
と
云
う
。

「
短大
」
「
女
子
」
「
国
文
学
科
」
　
　
か
つ
て
は
揺
る
ぎ
な
い
存
在
で

あ
っ
た
こ
う
し
た
項
目
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
て
い
る
昨
今
。
そ
う
し
た
環
境

の

変
容
の中
で
、
仮
に
「
相
愛
の
国
文
ら
し
さ
」
と
い
う
も
の
が
あ
る

の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
一
体
「
何
」
な
の
か
を
問
い
か
け
て
み
た
い
、

問
い
続
け
て
い
き
た
い
、
と
願
う
。
本
誌
の
存
在
意
識
も
、
案
外
そ
の

辺り
に
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
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平成
八
年
三
月
二
五
日
　
印
刷

平成
八
年
三
月
三
十
日
　
発
行

編集
・
発
行
　
相
愛
女
子
短
期
大
学
国
文
学
研
究
室
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五
九
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代
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印
　
刷
　
所
　
和
泉
書
院

　
　
　
　
　　
〒
4
3
　
大
阪
市
天
王
寺
区
上
汐
五
丁
目
三
ー
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